
みなさん、こんにちは。日ごろはお世話になりありがとうございます。このたびニュースレターを発行することになりました。紙面を通じて私

どもの粘土づくりや日常を知っていただけたら幸いです。 

このニュースレターは、これまでご注文いただいた方、サンプルをお送りしました方、名刺交換をさせていただいた方など、ご縁がありました

みなさまにお送りしております。必要ない方は、たいへんお手数ですがその旨をご連絡ください。※連絡先は裏に記載しております。 
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 渕野陶磁器原料の渕野直幸です。これまでお会いしたことがある方も、はじめてこの顔をご覧に 

なる方も、あらためましてよろしくお願いします。 

ここ佐賀県塩田町（現 嬉野市）で祖父の祖父が、やきものの粘土を作りはじめて以来１２０年以 

上になります。われわれも含め、この地で陶土業がはじまったのは明治から。豊臣秀吉の朝 

鮮出兵後、有田の泉山陶石で磁器が作られるようになります。その後、３００年ほどが経ち、 

代わって天草陶石が有田焼の原料として使われるようになってからのことです。 

伝統的な粘土の素は、陶石と呼ばれる石です。この石だけを用い、砕いて粉にし、水簸 

（すいひ）という工程を経て粘土を作ります。砕くのに使うのがキネとウスです。昔は水車が動力 

源でした。現在は電気でモーターを回して動かしますが、変わらぬこの製法がこの地域の特徴的なものとなっています。 

私で５代目になります。小学生のころにはそのつもりでした。反発することなくすんなりと。もの心ついた頃にはすでに「お前は

後継ぎだ」と祖父母からは言われていましたし、中学生になると「東工大か名工大、どちらかの大学に行きなさい」と父は言ってい

ました。 

父自身が苦労した経験から「これからの時代、きちんとした知識・技術を身に付けた上での土づくりをしなければならない」と日

ごろから口にしていました。結果として、その先見の明はすごく当たっていたと思います。 

地元の普通高校を出て、名古屋工業大学へ進むことになるのですが、そこで当時先端のセラミックスの研究の場に身を置き、

知識を身につけたこと、そしてそこでのつながりが今でもすごく役に立っています。 

自分なりに学ぶ中でいろんなことがわかってもきました。先人の知恵には驚くばかりです。昔ながらの伝統は守りつつ、そこだ

けに留まらず新しい分野に向けての挑戦もし

ていく、月並みですが伝統と革新の両立で事

業を発展させるべく頑張っていきます。 

オ
ス
ス
メ
の
１
冊 

第１号 

２０１３年 

５月 

陶土屋さん ５代目社長のブログ 
http://blog.livedoor.jp/fuchinonaoyuki/ 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！ 
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↑このキネとウスで陶石を砕きます 

ゴ
ツ
ゴ
ツ
… 

↓これが天草陶石 

ズ～～～ム 

ジジキキよまんば!! 

ケータイでＱＲコードを読み取れば楽々♪→ 

磁 器 



 じゃりんこミホの見ている風景 

じゃりんこミホの見ている風景 

http://ameblo. jp/toudoyasan-jarinko/ 

☟ブログも Check!!☟ 

 

会長さんの昔話 

昭和の４３年ごろまでは、うちでも 

水車が回っていました。水車を使う 

仕事であったため、このあたりでは陶土 

を作る仕事そのものを水車と呼んだり、陶土を作る工場

のことを水車、またはクルマと呼んだりしていました。

会社に行く、工場に行くとかではなく、水車に行く、ク

ルマに行く、そう言ったりしていたのです。 

当時使われていた水車は直径が５メートル前後、下掛

けと呼ぶ車輪の下に水流をあてて回す形式のものでし

た。その水車を動力源に、キネを動かして石を砕き、ク

ランクを回して水を汲み、ポンプを動かして泥漿を搾っ

て陶土を作っていました。 

ここ塩田の美野地区の水車は農業用の水路で且つ捨

て溝と呼ばれる排水用の水路上にありました。農業用水

ですから、稲作の時期は水田に水を引くことが優先順位

の最上位です。ですから、捨て溝に流れる水は田んぼか

らあふれた分だけ。水車を回すのに十分な水量はありま

せん。ということで、コメを作る季節には陶土を作るこ

とができませんでした。 

このような一年のうちの半分しか生産ができない陶

土工場のことを「半グルマ」と呼んでいました。これに

対して、一年中回すことができる水路に水車が設置され

ていた工場は「年グルマ」と呼ばれていました。 

半グルマの人たちは、農閑期に陶土を作り、農繁期に

は稲を育てていました。そもそもは農家が農閑期に陶土

を作るようになったのでしょう。美野地区の水車はみな

半グルマで、近隣には２０軒以上の陶土業を営む人がい

て、水車は１１台。うちも含めて多くは「もやい掛け」

といわれる共用の水車でした。 

しかしながら農繁期といえども需要はあります。雨の

日なら水車を回せましたが、それだけでは到底注文に応

えきれません。そこで、３代目の父は昭和２７年にはじ

めてモーター駆動のキネを設置。以降、工場を拡張する

たびにモーター駆動のキネを増設していき、１０年足ら

ずで一年中操業できる工場へと変えたのです。 

はじめまして。吉村美穂といいます。この 

会社のお客様とは、ほとんどお会いしたこと 

がないので、このニュースレターやブログで、私や会社のこ

とを少しでも身近に感じていただけると嬉しいです。よろし

くお願いします(^0^) 

 私は、高校卒業後の昨年４月に入社し、今月で１年が経ち

ました。まわりを見渡すと、まだまだ知らないことだらけ…。

その上、失敗の連続(~~;;) 

そんな私が新しく知ったこと。そして失敗談…などなど。

分かりやすくお伝えできるように頑張ります!! 

そして、プライベートな話も、書きたいと思いますが、そ

れが多くなりすぎないように気をつけます(笑) 

ちなみに、このコーナーの『じゃりんこミホ』という名前

は、研修でお世話になった山崎隆弘事務所のスタッフの方か

ら「じゃりんこチエに似とる!!」と言われたことがきっかけ

でした。なにそれ!?…調べてみると本当に私にそっくり!! 

ついタイトルにしちゃいました(笑) 

 じゃりんこミホの社員さん紹介 
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有限会社 渕野陶磁器原料 

〒 849-1426 

佐賀県嬉野市塩田町大字五町田乙 287-1 

E-mail  info@fromform.jp 
H P  http://www.fromform.jp 

T E L  0954-66-4207 
F A X  0954-66-3747 

●重幸さん●

●荒木さん●

●古賀さん●

他己紹介、的な。 

じゃりんこミホこと吉村です。私目線での社員さん９名を３名ずつ紹介し

ます。次回の社員さん紹介もお楽しみに!! 

今年のホワイトデーに、嵐の大野くんが CM している

お菓子、チョビスケをもらいました。（しかも全種類!!） 

え！私が嵐好きなの知ってたんですか!?…もっと言う

と、大野くんが好きなの知ってたんですか!? とビック

リ…。古賀さんは観察上手なのかもしれません!! 

最年長５９歳の重幸さん。私とちょうど４０歳差！来

年の１月に定年を迎えられます。冗談ばかり言われる

ので、本気との境目が分からないことがよくありま

す。でも、工場の周りにいるカラスを手なずけている

という噂は本当みたいです。

荒木さんが一番写真を撮られることが嫌いなようで、

この写真は不意打ちの一枚です。(ナイスショット!!笑) 

年齢を伺ったら私の父と同い年!! でも、父と違って荒

木さんの髪はフサフサでとても同じ歳には見えないで

す!! （この写真では帽子を被ってらっしゃいますが。） 
現在の工場 すごく田舎です(笑) 


